
                                  
 

  
 

                                

                                  

     
 

 

                             

鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方
面

隊
は
、
現
在
総
員
四
百
九
十
六

名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

消
防
団
員
は
、
各
自
生
業
、

家
庭
を
持
ち
な
が
ら
の
消
防
団

活
動
と
い
う
事
で
、
ご
家
族
の

皆
様
や
お
勤
め
先
等
々
に
は
大

変
ご
負
担
を
か
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
何
と
か
消
防
団

活
動
を
遂
行
で
き
る
事
を
心
よ

り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

近
年
は
、
地
震
や
洪
水
そ
し

て
竜
巻
と
い
っ
た
自
然
災
害
が

脅
威
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
と
い

う
使
命
を
持
つ
消
防
団
と
し
て

は
、
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
て
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
士
気
の
も
と
団
員
一
丸

と
な
っ
て
防
災
活
動
、
予
防
消

防
活
動
に
邁
進
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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■
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

１
位  

楪 
  

    

（
３-

４-

３
） 

得
点
７
５
・
７
５
点 

時
間
４
７
・
２
７
秒 

２
位  

八
色
木
下
区
（
４-

１-

２
） 

得
点
７
３
・
２
５
点 

時
間
５
０
・
８
５
秒 

３
位  

新
町 

 
   

（
１-

１-

２
） 

得
点
６
９
・
０
０
点 

時
間
５
１
・
０
３
秒 

４
位  

下
通 

 
   

（
４-

２-

４
） 

得
点
６
７
・
２
５
点 

時
間
４
９
・
９
１
秒 

５
位  

中
組 

 
 

  

（
４-

３-

２
） 

得
点
６
５
・
７
５
点 

時
間
５
４
・
８
９
秒 

■
最
優
秀
操
作
員
賞 

《
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
》 

指
揮
者 

高
橋
満
広(

表  

小 
 

路) 

 

《
小
型 

ポ
ン
プ
の
部
》 

１
番
員 

齋
藤
宗
平(

八
色
木
下
区) 

 

 

２
番
員 

小
池
克
彦( 

新  

町 
) 

 

鈴
木
憲
一( 

下 
 

町 
) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

                                 

     

藤
島
体
育
館
を
会
場
に
初
任

消
防
団
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

入
団
３
年
未
満
の
団
員
を
対
象

に
３０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

藤
島
分
署
員
の
指
導
の
下
、

普
通
救
命
講
習
を
全
員
真
剣
な

眼
差
し
で
受
け
た
後
、
藤
島
方

面
隊
幹
部
か
ら
は
訓
練
礼
式
や

器
具
操
法
の
基
礎
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。 

ま
た
、
『
梯
子
乗
り
・
纏
振

り
隊
』
の
演
技
披
露
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
事
を

土
台
に
し
、消
防
団
員
と
し
て
、

一
層
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

             

     

心
身
清
ま
る
晴
天
と
薫
風
の

下
、
藤
島
方
面
隊
全
団
員
が
参

加
し
、
藤
島
体
育
館
駐
車
場
を

会
場
に
春
季
消
防
訓
練
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

指
揮
者
の
力
強
い
掛
け
声
で

小
隊
、
中
隊
に
分
か
れ
て
の
基

礎
動
作
訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
の

中
で
も
今
年
度
よ
り
優
秀
な
分

団
を
表
彰
す
る
新
し
い
取
り
組

み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ポ
ン
プ
操
法
展
示
や

一
斉
放
水
が
披
露
さ
れ
、
そ
の

天
に
も
届
き
そ
う
な
勢
い
は
、

ま
さ
に
藤
島
方
面
隊
の
消
防
力

と
士
気
の
高
さ
の
表
れ
で
し
た
。 

 
 

 

最
後
に
訓
練
に
対
す
る
講

評
や
訓
示
に
引
続
き
行
わ
れ
た

表
彰
伝
達
で
は
、
優
良
団
員
と

永
年
勤
続
さ
れ
た
団
員
、
元
団

員
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

称
え
ら
れ
ま
し
た
。 

        

     

初
夏
の
爽
や
か
な
風
が
吹
く

中
、
藤
島
体
育
館
駐
車
場
を
会

場
に
自
動
車
ポ
ン
プ
１
台
、
小

型
ポ
ン
プ
１８
台
が
集
結
し
、
藤

島
方
面
隊
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

出
場
班
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
数
ヶ
月
前
か
ら
昼
夜
を
問
わ

ず
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
、「
火
災

現
場
で
早
く
、
安
全
に
、
確
実

な
消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
基

本
動
作
」
を
習
得
し
て
き
ま
し

た
。 

 

当
日
は
、
多
く
の
団
員
が
注

目
す
る
中
、
緊
張
の
面
持
ち
を

浮
か
べ
な
が
ら
も
、
今
ま
で
訓

練
し
て
き
た
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
よ
う
と
、
堂
々
と
機
敏

な
動
き
で
操
法
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。 

          

                                  

初
任
消
防
団
員 

 
 
 

研
修
会 

鶴岡市消防団藤島方面隊 

一年のあゆみ 
 

藤
島
方
面
隊 

春
季
消
防
訓
練 

藤
島
方
面
隊 

操
法
大
会 
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真
夏
の
晴
天
の
中
、
庄
内
各

地
か
ら
選
ば
れ
た
自
動
車
ポ
ン

プ
１０
台
、
小
型
ポ
ン
プ
１３
台

が
三
川
町
の
県
消
防
学
校
に
集

結
、
消
防
操
法
の
技
術
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
我
が
方
面
隊
か

ら
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に

表
小
路
班
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
楪
班
が
代
表
と
し
て
出
場
。 

 

そ
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
、
見
事
４
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
楪
班
は
、
６
年
前

の
同
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た

が
、
そ
の
時
は
入
賞
出
来
ず
、

今
大
会
で
は
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

し
て
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
は
、
残

念
な
が
ら
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
約
３
ヶ
月
間
の
訓
練
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
堂
々
た

る
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。 

         
 

    

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
各
分
団
毎
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

第
１
分
団
（
中 

 
 
 

町
） 

 

第
２
分
団
（
谷
地
興
屋
） 

 

第
３
分
団
（
無 

 
 
 

音
） 

 

第
４
分
団
（
下 

 
 
 

通
） 

 

第
５
分
団
（
上 

荒 

俣
） 

 
今
回
は
、
第
１
分
団
で
の
訓

練
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

第
１
分
団
（
藤
島
地
区
）
の

訓
練
は
、
地
震
に
よ
る
一
部
の

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
笹
花

公
園
及
び
藤
島
庁
舎
駐
車
場
を 

会
場
に
総
員
１
０
０
名
が
参
加

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
中
町
町
内
会
の

方
々
に
よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
、
消
防
団
員
と
の
連
携
の
も

と
、
近
所
の
方
々
へ
の
声
掛
け
、

誘
導
、
避
難
者
の
人
数
報
告
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
応
急
手
当
・
心
肺

蘇
生
法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ケ

ガ
人
や
意
識
不
明
者
が
出
た
場

合
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
女

性
消
防
隊
の
指
導
に
よ
る
実
習

を
行
い
ま
し
た
。 

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
水
消

火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
標

的
に
し
た
、
消
火
活
動
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、
近

隣
住
民
の
方
が
、
火
事
を
発
見
、

火
事
ぶ
れ
、
通
報
と
警
鐘
打
鳴

を
行
い
、
他
の
住
民
の
方
々
か

ら
は
、
消
火
栓
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
消
防
団
員
に
よ

る
消
火
訓
練
で
は
、
自
動
車
ポ

ン
プ
お
よ
び
小
型
ポ
ン
プ
を
使

用
し
た
中
継
放
水
等
が
行
わ
れ
、

各
班
の
消
防
団
員
の
連
携
に
よ

る
消
火
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

交
通
規
制
訓
練
で
は
、
消

火
・
救
出
活
動
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
車
両
誘
導
が
行
わ
れ
、

混
乱
な
く
、
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

給
食
訓
練
で
は
、
町
内
会
の

方
々
に
よ
る
お
に
ぎ
り
の
配
布

が
行
わ
れ
、
訓
練
参
加
者
に
試

食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

訓
練
終
了
後
に
行
わ
れ
た

検
討
会
で
は
、
町
内
会
の
方
々

と
消
防
団
員
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
に
つ
い
て
、
日
頃
の
準
備
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
住

民
の
方
々
と
消
防
団
員
と
の
連

携
に
よ
る
活
動
が
重
要
と
な
り

ま
す
が
、こ
の
度
の
訓
練
で
は
、

町
内
会
の
方
々
を
中
心
と
し
た

消
火
活
動
が
展
開
さ
れ
、
参
加

者
の
防
災
意
識
の
向
上
な
ら
び

に
消
防
団
員
の
技
術
向
上
が
図

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

多
用
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
訓
練

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た

地
元
町
内
会
の
皆
様
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

有
事
の
際
は
、
訓
練
で
の
経
験

を
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

      

             

    

肌
寒
く
時
折
吹
雪
く
中
、
新

春
恒
例
の
藤
島
地
域
消
防
出
初

式
が
、
藤
島
公
民
館
前
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

出
初
式
に
先
立
ち
、
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
藤
島
地

域
の
無
火
災
と
安
全
を
願
い
、

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
会
場
を
公
民
館
前

に
移
し
、
祝
賀
放
水
や
梯
子
乗

り
が
披
露
さ
れ
る
と
、
ご
参
観

の
皆
様
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と

女
性
消
防
隊
の
協
力
の
下
、
市

民
の
方
々
に
こ
ん
に
ゃ
く
が
、

お
子
さ
ん
に
は
お
菓
子
が
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
分
列
行
進
が
行
わ

れ
藤
島
方
面
隊
の
心
意
気
を
示

す
と
同
時
に
、
市
民
の
方
々
の

更
な
る
防
災
意
識
の
高
揚
に
繋

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

藤
島
地
域 

総
合
防
災
訓
練 

山
形
県
消
防
操
法 

庄
内
支
部
大
会 

藤
島
地
域 

消
防
出
初
式 
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町
内
会
長 

池
田 

勝 

 

我
が
町
内
会
の
自
主
防
隊

員
の
ほ
と
ん
ど
が
消
防
団
Ｏ
Ｂ

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
消
防
防

災
に
対
す
る
意
識
・
知
識
は
大

変
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

年
間
を
通
し
て
の
活
動
は

町
内
会
、
消
防
団
と
の
有
機
的

な
繋
が
り
で
行
動
し
て
お
り
、

冬
期
間
に
於
い
て
は
、
貯
水
槽
、

消
火
栓
な
ど
消
防
施
設
の
除
雪

や
点
検
等
の
手
伝
い
、
ま
た
、

無
人
家
屋
の
雪
下
ろ
し
な
ど
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
九
月
に
行

わ
れ
た
第
二
分
団
の
防
災
訓
練

は
当
町
内
会
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
隊
員
が
誘
導
し
て
の
避
難

訓
練
や
消
火
器
訓
練
、
消
火
栓

に
よ
る
初
期
消
火
な
ど
存
在
感

の
あ
る
活
躍
で
あ
り
ま
し
た
。 

隊
員
は
救
急
救
命
や
自
然

災
害
へ
の
対
応
等
、
専
門
的
な

知
識
、
技
術
を
習
得
す
る
た
め

に
年
間
を
通
し
て
の
講
習
会
に

参
加
し
た
り
、
ま
た
、
地
震
や

暴
風
雨
の
直
後
に
は
集
落
内
を

見
回
り
す
る
な
ど
、「
地
域
の
人

は
地
域
で
守
る
」
を
理
念
に

日
々
活
動
し
て
お
り
、
住
民
の

安
全
、
安
心
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

   

  

町
内
会
長 

菅
原 

憲
生 

 

藤
島
地
域
の
自
然
災
害
は
、

一
部
水
害
が
あ
る
も
の
の
、
本

当
に
少
な
く
て
幸
い
で
あ
り
、

良
い
地
域
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

以
前
、
私
は
震
災
に
よ
り
福

島
県
か
ら
鶴
岡
市
に
避
難
し
た

方
と
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
庄

内
は
災
害
が
な
く
、
本
当
に
幸

せ
な
所
だ
、
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

当
町
内
会
に
も
自
主
防
災
は

組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十

年
位
前
に
実
施
し
た
以
降
は
何

も
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。 

 

つ
い
つ
い
と
何
も
し
て
な
か

っ
た
こ
と
を
改
め
、
今
後
の
自

主
防
災
の
組
織
の
あ
り
か
た
や

訓
練
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
役
員
と
相
談
し
な

が
ら
早
め
に
取
り
組
み
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

  

町
内
会
長 

相
馬 

一
廣 

 

三
和
自
主
防
災
会
で
は
、
町

内
会
の
中
を
流
れ
る
用
水
路
に

金
網
を
か
け
て
、
転
落
に
よ
る

水
難
事
故
防
止
の
活
動
を
二
十

五
年
位
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
年
春
、
用
水
路
に
水
が
流

さ
れ
る
前
の
四
月
に
、
自
主
防

災
会
の
役
員
、
消
防
団
員
が
集

ま
っ
て
用
水
路
に
金
網
を
設
置

し
ま
す
。２
ｍ
毎
に
木
を
渡
し
、

金
網
を
伸
ば
し
て
釘
で
と
め
ま

す
。
総
延
長
は
当
初
７
０
０
ｍ

位
で
し
た
が
、
現
在
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
蓋
の
設
置
が
進
ん
で
お

り
、
５
５
０
ｍ
位
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

こ
の
金
網
で
転
落
事
故
が
防

が
れ
た
事
も
分
か
っ
て
い
る
だ

け
で
数
回
あ
り
ま
す
。 

 

十
月
下
旬
に
は
、
ま
た
、
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
撤
去
し
ま
す
。

冬
期
間
は
除
雪
が
あ
る
た
め
年

中
設
置
と
い
う
訳
に
も
い
か
ず
、

地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、

代
々
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
悲
惨
な
水
難
事
故
防

止
の
た
め
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

谷
地
興
屋 

町
内
会 

野
田
目 

町
内
会 

三
和 

町
内
会 

守ろう我が家、我が地域！！ 
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心
肺
蘇
生
法
と
は
呼
吸
が

止
ま
り
、
心
臓
も
動
い
て
い
な

い
人
に
行
う
、
呼
吸
及
び
循
環

の
補
助
の
方
法
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

そ
の
手
順
と
し
て
救
急
財

団
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
５

年
ご
と
に
新
し
い
手
順
に
改
正

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
度
の
改
正
で
は
、
人
工

呼
吸
よ
り
も
先
に
胸
骨
圧
迫
を

い
ち
早
く
開
始
す
る
様
、
示
さ

れ
ま
し
た
。
手
順
に
つ
い
て
は

下
図
に
示
し
た
通
り
で
す
が
、

い
く
つ
か
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
ま
す
。 

 

周
り
の
人
に
助
け
を
求
め

た
後
に
行
う
呼
吸
の
確
認
は
、

顔
を
離
し
胸
と
腹
部
の
動
き
を

見
て
「
普
段
通
り
の
呼
吸
か
」

を
１０
秒
以
内
で
確
認
し
ま
す
。 

そ
の
後
、
胸
骨
圧
迫
を
す
ぐ
に

実
施
し
ま
す
。
胸
骨
圧
迫
の 

 

胸
骨
圧
迫
の
深
さ
は
胸
が
少

な
く
と
も
５
セ
ン
チ
沈
む
ま
で

し 

       

深
さ
は
胸
が
少
な
く
と
も
５
セ

ン
チ
沈
む
ま
で
し
っ
か
り
圧
迫

す
る
こ
と
。
テ
ン
ポ
は
少
な
く

と
も
１
分
間
に
１
０
０
回
の
速

さ
で
行
う
事
と
な
り
ま
す
。 

           
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 

 

     

③ 

１
１
９
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
依
頼
す
る 

                                 

           
 
 
 
 
 

 
 
 

 

                       

                        

藤
島
分
署
で
は
こ
こ
で
紹

介
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
訓
練
用

人
形
や
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

て
）
の
講
習
を
は
じ
め
、
各
種

応
急
手
当
の
講
習
依
頼
を
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

火事･救急･救助 

局番なしの 119 

新
し
く
変
わ
っ
た
心
肺
蘇
生
法 

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
０
」 

お
問
合
わ
せ 

藤
島
分
署 

 

 
 

 

☎
64-

２
１
３
９ 

AED  

取り寄せ 

④
呼
吸
を
見
る 

⑤
胸
骨
を
圧
迫 

⑥
人
工
呼
吸
（
出
血
等
の
理
由

で
出
来
な
い
時
は
省
略
可
能
） 

⑦AED の電源を入れる ⑧
パ
ッ
ド
を
貼
る 

⑨
傷
病
者
か
ら
離
れ
て 

 

ショックボタンを押す 

⑩
胸
骨
圧
迫
を
再
開 

①
反
応
の
確
認 

②
助
け
を
求
め
る 

③１１９

通報と 
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梯
子
乗
り
、
纏
振
り
は
梯
子

の
上
に
乗
る
演
技
者
に
注
目
が

集
ま
り
ま
す
が
、
鶴
岡
市
消
防

団
藤
島
方
面
隊
の
梯
子
乗
り
、

纏
振
り
隊
は
、
一
人
で
演
技
は

で
き
ま
せ
ん
。
梯
子
を
支
え
る

多
く
の
支
え
手
、
「
ヤ
ー
！
ヤ

ー
！
」
の
掛
け
声
が
あ
っ
て
初

め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
こ

れ
ぞ
力
を
合
わ
せ
て
地
域
を
守

る
消
防
団
の
形
と
思
う
し
、
出

初
式
や
演
習
な
ど
で
は
良
い
演

技
が
で
き
る
様
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
伝
統
の
あ
る
梯
子
乗

り
で
す
が
、
こ
の
度
ひ
と
つ
転

機
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
は
安
全

帯
を
付
け
て
の
演
技
披
露
に
な

る
と
言
う
事
で
す
。
こ
れ
ま
で

方
面
隊
の
象
徴
、
火
事
に
負
け

な
い
心
意
気
で
演
技
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
安
全
の
事
を
考
え

付
け
る
形
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
ん
な
も
の
付
け
な
く
て
も

大
丈
夫
。
付
け
る
と
か
え
っ
て

邪
魔
に
な
り
危
な
い
の
で
は
？ 

と
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

      

安
全
第
一
、
世
の
中
の
流
れ
と

し
て
付
け
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
安
全
帯
を
付
け
た
か

ら
と
言
っ
て
、
梯
子
乗
り
の
心

意
気
、
無
火
災
の
気
持
ち
は
変

り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
梯
子
乗
り
の
演
技

披
露
に
あ
た
り
安
全
帯
を
付
け

た
形
に
な
り
ま
す
が
、
是
非
消

防
団
の
心
意
気
と
し
て
応
援
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
梯
子
乗
り
隊
員 
太
田
晃
二
） 

                

                                  

   

安
全
帯
を
使
用
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
つ 

い
て
思
う
こ
と
を
・
・
・ 

安
全
帯
と
は
高
所
作
業
を

す
る
際
に
、
転
落
事
故
を
防
ぐ

命
綱
の
事
で
す
。
私
の
個
人
的

な
考
え
で
は
、
精
神
的
な
意
味

で
、
梯
子
乗
り
に
は
不
要
、
無

用
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
、 

安
全
帯
を
使
用
す
る
と
い
う
事

と
、
落
ち
る
、
落
ち
な
い
は
別

の
話
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
何

も
違
わ
な
い
と
も
思
い
ま
す
。 

今
後
も
梯
子
乗
り
を
続
け
る
と

私
は
強
く
思
い
ま
し
た
。 

鶴
岡
市
各
地
か
ら
梯
子
が

立
ち
演
技
を
競
い
合
う
。
安
全

帯
が
導
入
さ
れ
た
事
で
、
そ
ん

な
日
が
来
る
の
も
近
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
ら
、

や
は
り
負
け
た
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
し
っ
か
り
練
習
を
行
い
た

い
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
安
全
帯

を
使
用
し
た
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
い
か
に
し
て
技
と
業

の
間
に
安
全
帯
の
付
け
替
え
を

組
み
込
ん
で
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
と
い
う
感
触
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
技
を
磨
き
、
続

け
て
い
き
ま
す
。 

（
代
表 

原
田 

正
彦
） 

   

 

   

隊
員
名
簿 

■
梯
子
乗
り
、
纏
振
り
隊
■ 

 
 

部
長 

栗
田 

幹 

■
梯
子
乗
り
隊
員
■ 

代
表 

原
田 

正
彦 

飯
鉢 

哲
夫
、
石
川 

安
彦 

齋
藤 

直
八
、
小
野
寺
一
貴 

島 
 

博
之
、
本
間 

丈
裕 

太
田 

 

晃
二
、
齋
藤 

 

謙
介 

 

我
孫
子 

純
、
小
林 

圭
二 

伊
藤 

輝
子 

  

■
纏
振
り
隊
員
■ 

代
表 

板
垣 

一
紀 

菅
原 

和
彦
、
髙
橋 

大
輔 
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地 

域 

の 

皆 

様 

へ 

           

藤
島
地
域
の
地
区
毎
に
、
毎

年
夏
に
行
っ
て
い
る
、
救
急
救

命
講
習
会
に
つ
い
て
感
想
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
 
 
 

藤
島
公
民
館 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

耕
紀 

  

藤
島
公
民
館
で
は
青
少
年
育

成
協
議
会
と
の
共
催
で
、
藤
島

地
区
住
民
対
象
の
救
急
講
習
会

を
毎
年
夏
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
供
の
夏
休
み
が
始
ま
る
７

月
２５
日
、
約
２０
人
参
加
し
て
、

鶴
岡
市
消
防
本
部
の
藤
島
分
署

員
と
女
性
消
防
隊
の
指
導
の
も

と
、
人
形
を
使
っ
て
の
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を

実
習
し
ま
し
た
。 

 

倒
れ
て
い
る
人
に
対
す
る
意

識
確
認
、
１
１
９
要
請
、
呼
吸

確
認
、
そ
し
て
胸
骨
圧
迫
（
心 

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼
吸
、 

 

          

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど
、
一
連
の

手
順
を
確
認
し
な
が
ら
、
繰
り

返
し
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
人

形
に
は
大
人
用
と
小
児
用
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
骨
圧
迫
（
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
強
さ
な
ど

を
体
験
し
な
が
ら
訓
練
し
ま
し

た
。 

 

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

時
間
が
、
あ
な
た
に
与
え
ら
れ

た
「 

大
切
な
人
を
救
う
ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム 

」
で
す
。
と
の
指

導
に
、
参
加
者
の
心
構
え
を
新

た
に
し
た
講
習
会
で
し
た
。 

          

                 

 

    

                       

 

 

 

私
達
は
応
急
手
当
普
及
員

の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
の
活
動
に

力
を
入
れ
、
皆
様
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
同
時
に
私
達
の
活
力
向
上
に

も
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 
 『 

私
達
一
人
一
人
の
手
で 

命
の
か
け
は
し
を 

』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 心肺蘇生法の流れ 

 

「反応」を確かめる 

 

    「応援」を呼ぶ        119 番通報 / ＡＥＤ依頼 

 

「呼吸」をみる 

 

  

「胸骨圧迫」 

 

   ※強く（成人は少なくとも５cm、小児は胸の厚さの約１/３） 

   ※早く（少なくとも 100 回 / 分） 

   ※絶え間なく（中断を最小にする） 

   ※圧迫解除は胸がしっかり戻るまで 

 

     「人工呼吸」 

 

   ※人工呼吸ができないときは、胸骨圧迫のみを続ける 

   心肺蘇生（胸骨圧迫３０回+人工呼吸２回）を繰り返す 

 

    ＡＥＤ装着   心電図の解析、音声案内に従い 

（電気ショックは必要か？） 

   「必要あり」 

電気ショック １回後、ただちに胸骨圧迫の再開 

（心肺蘇生を繰り返す。胸骨圧迫３０回+人工呼吸２回） 

 

   「必要なし」 

   ただちに胸骨圧迫の再開 

（心肺蘇生を繰り返す。胸骨圧迫３０回+人工呼吸２回） 
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第第第

四四四

分

団

第

分

団

第

分

団

第

二二二

部

第

部

第
部

第

四四四

班班班   
（

下

通

（

下

通

（

下

通

班

）

班

）

班

）   

第第第

四四四

分

団

第

分

団

第

分

団

第

三三三

部

第

部

第
部

第

一一一

班班班   

（

表

小

路

班

）

（

表

小

路

班

）

（

表

小

路

班

）   

 
 
 

 

班
長 

澁
谷 

泉 

 

私
た
ち
下
通
班
は
、
団
員
８

名
、
若
手
揃
い
の
一
人
一
人
が

信
頼
で
き
る
頼
も
し
い
面
々
で
、

毎
月
定
期
的
に
有
事
に
備
え
、

小
型
ポ
ン
プ
操
作
訓
練
を
行
い
、

消
防
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
９
月
２
日
に
当
町

内
会
で
秋
季
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
防
災
無
線
を
使
っ
た

避
難
訓
練
、
心
肺
蘇
生
法
、
初

期
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、

消
防
団
に
よ
る
大
規
模
防
御
訓

練
を
通
し
て
、
日
頃
か
ら
の
防

災
に
対
す
る
意
識
の
再
確
認
が

で
き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

長
沼
地
区
は
、
水
害
に
見
舞

わ
れ
る
事
が
多
い
地
区
で
今
年

度
、
長
沼
地
区
５
ヶ
所
に
排
水

ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
る
べ
く
使
用
す
る
事
が

な
い
事
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

今
後
も
自
主
防
災
会
と
消
防

団
が
連
携
し
、
地
域
の
防
災
力

強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

  
 
 
 

班
長 

高
橋 

満
広 

  

私
た
ち
の
班
は
、
自
動
車
ポ

ン
プ
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
自

動
車
ポ
ン
プ
と
い
う
事
で
火
災
、

水
害
、
各
消
防
訓
練
、
各
消
防

活
動
と
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
お

い
て
、
出
動
を
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

特
に
、
こ
こ
数
年
は
水
害
で

の
出
動
が
多
く
、
全
身
ず
ぶ
濡

れ
に
な
り
な
が
ら
徹
夜
で
の
消

防
活
動
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
少
子
化
の
波
が
、
わ

が
班
に
き
て
い
る
の
が
現
実
で

す
。
こ
こ
何
年
も
欠
員
が
続
い

て
い
る
状
態
で
す
。 

 

各
団
員
と
も
に
協
力
し
助
け

合
い
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
を

守
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
々
を

守
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
各
訓

練
、
活
動
に
励
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
団
員
不
足
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

                              

■
広
報
委
員
長
■ 

 

栗
本 

隆
司 

 

■
広
報
委
員
■ 

 

加
藤 

英
明
、
阿
部 

雅
弘 

山
口 

重
晴
、
武
田 

幸
士 

叶
野 

哲 

、
高
橋 

守 

工
藤 

勇
人
、
小
野
寺 

寛 

押
井 

和
春
、
石
川 

聡 

太
田 

奏 

、
坂
本 

巧 

澁
谷 

光
志
、
近
藤 

隆
光 

阿
部 

美
代
、
伊
藤 

輝
子 

太
田 

伸
一
、
加
藤 

秀
晴 

 

五
十
嵐 

智
之 

 

【
委
員
長
か
ら
の
一
言
】 

 

藤
島
方
面
隊
広
報
誌
「
ひ
の

み
や
ぐ
ら
」
を
ご
愛
読
し
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に

ご
支
援
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
２４
年
度
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
８
・
９
月
の
猛
暑
で

は
熱
中
症
に
よ
り
体
調
を
崩
す

方
が
多
い
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
又
、
消
防
団
活
動
も
今
年

度
よ
り
一
元
化
と
い
う
こ
と
で

藤
島
分
署
と
事
業
を
行
う
事
と

な
り
、
こ
の
広
報
誌
も
合
同
で

作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

広
報
誌
で
私
達
の
活
動
と
火
災

予
防
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

1/12 9/1 8/4 6/15 5/26 4/13 鶴
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市
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市
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春
季
消
防
演
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鶴
岡
市
消
防
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式 

藤
島
地
域 消
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総
合
防
災
訓
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藤
島
方
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隊 操

法
大
会 

藤
島
方
面
隊 

春
季
消
防
訓
練 

初
任
消
防
団
員 研

修
会 

辞
令
交
付
式 

鶴
岡
市
消
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藤
島
方
面
隊

 
広
報
誌
「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
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第

3
1
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編
集
・
発
行
／
藤
島
方
面
隊
広
報
委
員
会
（
事
務
局
：
鶴
岡
市
消
防
本
部
 
藤
島
分
署
内
）
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